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カロリメ ト1)-の方法で東大物性研 の生嶋先生 と共同研究を行 浸っていますo

また松 田君 とともに KMnF5の StrucもuralPhase Trd･nsition Point近
･i;

傍 におけ る超音波吸収の測定 を Ma.tec社製 の装置 を用 いて行 をい,阪大 一理

の榎 田君 ,山口 (安定)先生 ,東大物性研 の生鳴先生 と一ともに BaTiOSの相

転移点近傍 におけ る複素弾性率 の異常に関す る研究 を,また東=大 ･苛 ･柳研

究登 の花立君 と強誘電体 TCTTSの誘電分散の精密測定を行 夜っています｡

(昭和 46年 2月 八 田 記 l

柳 研 究 室

われわれの研究室は物性実験研究室で,現在強訴電体の光学非線形効果 お よ

び光散乱 の研究 を行 をっている｡ この物理学教室のい くつかの研究嚢は強誘電

体 と密接かまたは神当を関係が あD,この点は研究遂行上 で利点 と凍ることが

多い｡ これは工大では強誘電体の研究者の古 (:か らの伝統が あるという こ一とに

よるのであろ う｡

強誘電体について とくに興味 ある点 を 1, 2に要約すれば, 1)強誘電性の

出現す る機構は何 か,2)弊諸電位相転移の機構は ど うをっているのか としへう

点 であろ う｡ 識性については専門家では覆いが ,徽性体におけるス ピンに対応

すえ電気双碍子 モーメン トとい うものが,強誘電体では物質によって多岐の様

相 を示すたーめ,統一的 に話 しを進め られ夜い とい うことであろ うo 今後の理論

と実験の協力の もとに研究 を進め ることが大切であろ う｡

強誘電体では誘電率または感受率が電場の強さに よって変化 ,す夜わち非線

形現象 を示す｡ 光学領域 では,誘電蜜は屈折率 の 2乗に等 しい ことは周知の こ

とである｡ そ こで光学非線形効果に よって強誘電性相転移を研究することは,

新 らしい情報 をもた らすに違いな.い と考え られ るo

われわれの研究室は,まだ始 まって数年 にしか 怒 らをいが ,第 1の 目標 とし

て強誘電体の研究を光学非線形の立場か ら,研究することであった｡ 現在,こ

ゐ研究室にあるレーザーは He-Ne5台,ガラス 1台で,この うち He-Ne

1台,ガラス 1台を用いて 2次帝調波発生 の測定 を行なっているo He-Neの

連続波 を用辛 る測定方法は世界で もあま b例が貴 く, よい成果 を期待 している̀｡
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第 2のテーマは光散乱の研究で ある○ 強誘電体の ブ リルアン散乱は格子振動

と光 との相互佐用の結果現われる もので,転移把伴 を う散乱光変化か ら逆に音

響波の情報 を碍 よ.うとすることであるo 1D年程前に Co.chran が強誘電性相

転移が 1てうの光学横波分枝の異常によって生 じると説明 した?そのため遠赤外

吸収,中性子非弾性散乱,-X線の散慢散乱の研究が精力的に行食われた｡ ブ リ

ルアン-散乱 もこれに類似 した情報を与えるもの と期待 され る｡ ~またこれに関連

して準赤外吸収の実験 も並行 して行覆っている0

第 5匠は漁誘電体の諸物性め妻馳走,夜らびに新 らしい強誘電体の発見 も意図

している｡

環在の研究室の人員構成は 8名 (うちD課程 2名,M課準 2名,卒研生 1名,

研究生 1名) であれ 研究 グjt,-プ,I)単位 としてはち ようどよい ように思 う｡

この人員が各テーマに平均t てふ 少分け られてい,'LS ｡

池上研究室

当研究鼻は今か ら7年前池上助教授が米 国ブノレフク-ブン国立研究所 よbd帝

国 し,開設 した研 究室です｡当研が所属 している,講座は講座外講座 と呼 ばれ ,

工学部か らの借用講座 と浸っています｡ 名前の如 (研究分野は限定され.ません O

野沢豊書教授の研究室は プラズマ理論物理を専攻 して伍ますし,池上研接低t-エL

ネルギー原子核現象 を実験対象 としています｡ 現在は助教授池上栄胤 ,助手森

信俊平 ,I)5足立,片山,M'2刈谷 ,M l青木 ,･学部 4年生御代)侶 高山の 8Q.

名で構威 されています｡ 6- 7年前当研は赤貧の様 を状態か ら自称 でバクヤ研

究室 ')と.して.A,クー トしま した. 研究室全員 ,学内を歩 くときは常にバクヤ的

恵視線を持つ よう心掛け,この 6年間 バ クヤ方式で手 に入れた琴材か ら多 くの

実験設備 を自作 してまい bま した▲｡ 最近ではか夜b格 も上 9,億研究室紅装置

を融通す ることも多 くをって きま して,持 てる者の余裕が各員の姿勢に見え る

よ】ぅにをった.この頃ですo きてこ うした努力がV,か夜る物理に結集 してきたこか

こ こ数年の仕事 を御紹介致 します〇･

(1)原子核の異常結合状態の研究 :中性子数または板子数～40の素裸 の原子

核 の低い励起 状 態はー簡単 を穀模型か らは予想され貴いス 豆ン ･パ リティの状
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